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EU国際私法における承認論
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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
Ｅ
Ｕ
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
「
相
互
承
認
原
則
」
が
近
時
の
Ｅ
Ｕ
の
国
際
私
法
理
論
に
与
え
つ
つ
あ
る
影
響
に
つ
い
て

論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
Ｅ
Ｕ
法
上
の
「
相
互
承
認
原
則
」
の
適
用
範
囲
が
拡
大
し
て
い
く
に
つ
れ
、
従
来
の
国
際
私
法
に
よ

る
準
拠
法
決
定
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
別
に
、
構
成
国
相
互
間
で
の
裁
判
及
び
法
律
関
係
の
承
認
と
い
う
方
法
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
Ｅ
Ｕ
構
成
国
の
中
で
も
特
に
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
国
際
私
法
学
説
に

お
い
て
、
こ
の
承
認
と
い
う
方
法
が
従
来
の
国
際
私
法
に
よ
る
準
拠
法
指
定
の
方
法
と
競
合
す
る
方
法
と
し
て
当
然
に
認
め
ら
れ
て

よ
い
も
の
な
の
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
にJaym

e

とK
ohler

の
論
文
が
公
表
さ
れ
て

以
来（（
（

、
こ
の
承
認
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
論
じ
る
文
献
が
相
当
数
出
て
き
て
い
る（（
（

。
こ
の
よ
う
な
議
論
を
今
か
り
に
「
承
認
論
」
と

呼
ぶ
な
ら
ば
、「
承
認
論
」
が
Ｅ
Ｕ
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
Ｅ
Ｕ
法
上
の
原
則
と
し
て
「
相
互
承
認
原
則
」
が
認

め
ら
れ
、
そ
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　

も
と
も
と
こ
の
相
互
承
認
と
い
う
考
え
方
は
、
初
め
は
、
物
の
自
由
移
動
に
関
し
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
（
Ｅ
Ｃ
Ｊ
）
の
一
九
七

九
年
の
カ
シ
ス
・
ド
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
（Cassis de D

ijon

）
事
件
に
お
け
る
先
決
裁
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
に

述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
判
決
が
示
し
た
、
一
構
成
国
に
お
い
て
適
法
に
生
産
さ
れ
、
取
引
さ
れ
て
い
る
限
り
、
当
該
産
品
が
他
の
構

成
国
に
お
い
て
も
輸
入
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
原
則
は
、「
相
互
承
認
（m

utual recognition

）」
原
則
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
最
近
で
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
八
一
条
を
根
拠
に（（
（

、
民
事
司
法
協
力
の
関
連
立
法
の
中
で
判
決
の
相
互
承
認
と
い
う
形
で
、

例
え
ば
、「
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
判
決
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
の
理
事

会
規
則
（
Ｅ
Ｃ
）44/2001

（
以
下
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
」
と
い
う（

（
（

）」
や
「
婚
姻
及
び
婚
姻
当
事
者
間
の
子
に
対
す
る
親
責
任
に

関
す
る
事
件
の
裁
判
管
轄
及
び
判
決
の
承
認
執
行
に
関
す
る
理
事
会
規
則1347/2000

（
以
下
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱ
規
則
」
と
い
う（

（
（

）」、
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そ
し
て
「
理
事
会
規
則1347/2000

を
廃
止
す
る
、
婚
姻
及
び
親
責
任
に
関
す
る
事
件
の
裁
判
管
轄
及
び
判
決
の
承
認
執
行
に
関
す

る
二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
七
日
の
理
事
会
規
則2201/2003

（
以
下
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
」
と
い
う（

（
（

）」
等
に
お
い
て
そ
れ
が

強
調
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
判
決
以
外
の
い
う
な
れ
ば
「
法
的
状
況
（situations juridiques

）」
の
承
認
、
す
な
わ
ち
、
構
成

国
相
互
間
で
の
会
社
の
法
人
格
の
承
認
や
氏
等
の
身
分
行
為
の
承
認
の
場
面
に
も
そ
の
原
則
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
。
す

で
に
わ
が
国
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
一
九
九
九
年
のCentros

事
件
、
二
〇
〇
二
年
の

Ü
berseering

事
件
、
二
〇
〇
三
年
のInspire A

rt

事
件
、
二
〇
〇
五
年
のSEV

IC System
s A

G

事
件
等
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ
の

他
の
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
の
法
人
格
に
つ
き
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
か
ら
導
か

れ
る
「
法
人
の
開
業
の
自
由
」
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
承
認
し
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
のGarcia A

vello

事
件
で
は
、
Ｅ
Ｃ
条

約
一
二
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一
八
条
）
及
び
一
七
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
〇
条
）
か
ら
導
か
れ
る
「
Ｅ
Ｕ
市
民
権
と
し
て
の
国
籍
差
別

か
ら
の
自
由
」
の
観
点
か
ら
、
他
の
構
成
国
で
の
氏
名
を
承
認
す
る
裁
定
を
下
し
た
。
こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
内
部
で
判
決
の
相
互
承
認

原
則
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
進
展
の
た
め
に
は
、
各
構
成
国
の
手
続
法
に
関
す
る
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
確

立
の
必
要
性
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る（（
（

。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
相
互
承
認
原
則
」
の
拡
大
が
Ｅ
Ｕ
構
成
国
の
国
際
私
法
理
論
に
対
し
て
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
と
の

指
摘
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
「
相
互
承
認
原
則
」
の
適
用
範
囲
の
拡
大
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
法
の
統

合
を
進
め
る
際
に
使
わ
れ
る
手
法
と
し
て
、
承
認
と
い
う
方
法
が
、
従
来
の
抵
触
法
的
手
法
と
競
合
す
る
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
始

め
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
も
そ
も
承
認
と
い
う
手
法
が
法
統
合
を
進
め
る
際
の
有
用
な
手
段
た
り
う
る
の
か
と
い
う
観
点
か

ら
、
承
認
と
い
う
方
法
の
意
義
、
承
認
の
対
象
、
承
認
の
要
件
、
そ
し
て
、
承
認
と
い
う
方
法
を
用
い
る
こ
と
の
問
題
点
等
が
議
論

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
の
「
承
認
論
」
に
お
け
る
議
論
の
争
点
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
や
Ⅱbis

規
則
等
で
す
で
に
認
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め
ら
れ
て
い
る
判
決
の
相
互
承
認
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
法
的
状
況
の
承
認
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
と

い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
構
成
国
で
適
法
に
創
設
さ
れ
た
法
的
状
況
を
他
の
構
成
国
は
当
然
に
承
認
す
べ
き
な
の
か
否
か
、
あ
る
い

は
、
他
の
構
成
国
は
あ
ら
た
に
国
際
私
法
に
よ
る
準
拠
法
の
指
定
を
行
い
、
再
度
そ
の
法
的
状
況
を
評
価
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問

題
設
定
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
「
承
認
論
」
が
行
わ
れ
る
発
端
と
な
っ
た
Ｅ
Ｕ
内
部

に
お
け
る
相
互
承
認
原
則
の
確
立
及
び
そ
の
適
用
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
概
観
し
た
上
で
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
相
互
承
認
原
則
の
拡
大

を
受
け
て
、
Ｅ
Ｕ
の
国
際
私
法
上
「
承
認
論
」
と
し
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
特
に
、
最
近
の
Ｅ
Ｕ
内
部
で
の
承
認
論
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
原
則
が
国
際
私
法
や
国
際
民
事
手
続
法
の
方

法
論
か
ら
見
て
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
し
、
最
後
に
今
後

の
展
望
を
述
べ
て
本
稿
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
し
た
い
。

二　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
相
互
承
認
原
則
の
確
立
及
び
そ
の
適
用
範
囲
の
拡
大

　

１　

相
互
承
認
原
則
の
確
立

　

ま
ず
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
相
互
承
認
（m

utual recognition
）
と
い
う
考
え
方
が
認
め
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
欧
州
司
法
裁
判
所
の

一
九
七
九
年
の
カ
シ
ス
・
ド
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
（Cassis de D

ijon
）
事
件
に
お
け
る
先
決
裁
定（（
（

を
紹
介
す
る
。

一
九
七
九
年
のCassis de D

ijon

事
件

【
事
実
】
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フ
ラ
ン
ス
産
の
リ
キ
ュ
ー
ル
酒
「
カ
シ
ス
・
ド
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
（Cassis de D
ijon

）」
は
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
量
が
一
五
～
二
〇
％

で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
自
由
に
取
引
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
の
法
令
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
フ
ル
ー
ツ
・
リ

キ
ュ
ー
ル
の
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
量
は
最
低
二
五
％
以
上
で
な
け
れ
ば
、
ド
イ
ツ
国
内
で
輸
入
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ド

イ
ツ
で
は
こ
の
法
令
は
、
国
産
品
で
あ
れ
、
輸
入
品
で
あ
れ
、
一
律
に
適
用
さ
れ
て
い
た
（
非
差
別
適
用
措
置
）。
ド
イ
ツ
のRew

e-

Zentral

株
式
会
社
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
こ
の
カ
シ
ス
・
ド
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
を
輸
入
販
売
し
よ
う
と
し
て
、
所
轄
の
官
庁

（Bundesm
onopolverw

altung für Branntw
ein

）
に
輸
入
許
可
を
申
請
し
た
が
、
ド
イ
ツ
の
法
令
の
規
定
を
理
由
に
、
カ
シ
ス
・

ド
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
ド
イ
ツ
で
の
販
売
は
禁
止
さ
れ
る
と
の
通
知
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
酒
類
の
最
低
基
準
の
ア
ル
コ
ー
ル
含
有

量
を
規
定
す
る
こ
の
ド
イ
ツ
の
法
令
が
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
条
（
現
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
三
四
条
）
で
禁
止
さ
れ
る
輸
入
に
対
す
る
数
量
制
限

と
「
同
等
の
効
果
を
有
す
る
措
置
」
に
該
当
す
る
の
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
の
が
本
件
で
あ
る（（
（

。

【
先
決
裁
定
】

　

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
酒
類
の
最
低
基
準
の
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
量
を
規
定
す
る
ド
イ
ツ
の
法
令
は
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
条
に
違
反
す
る

と
の
先
決
裁
定
を
下
し
た
。
ま
ず
、
Ｅ
Ｃ
レ
ベ
ル
で
「
ア
ル
コ
ー
ル
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
生
産
及
び
取
引
に
関
す
る
共
通
の
規

制
が
存
在
し
な
い
場
合
、
自
国
内
に
お
け
る
そ
の
生
産
及
び
取
引
に
関
す
る
全
て
の
事
項
を
規
制
す
る
の
は
各
構
成
国
で
あ
る
」
と

し
た
上
で
、「
当
該
産
品
の
取
引
に
関
す
る
各
国
の
立
法
の
相
違
か
ら
生
じ
る
共
同
体
内
で
の
物
品
の
移
動
に
対
す
る
障
壁
は
、
そ

れ
ら
の
規
制
が
『
強
行
的
な
要
請
（m

andatory requirem
ents

）』、
と
り
わ
け
、
税
務
監
察
の
実
効
性
、
公
衆
衛
生
の
保
護
、
商

取
引
の
公
正
及
び
消
費
者
保
護
と
い
っ
た
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
う
る
限
り
に
お
い
て
、
受
け
容
れ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た（（（
（

。
次
い
で
、
ド
イ
ツ
政
府
が
主
張
す
る
「
強
行
的
な
要
請
」
に
つ
い
て
は
、
公
衆
衛
生
と
消
費
者

保
護
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
そ
れ
ら
を
受
け
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
法
令
が
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
条
（
現
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
三
四
条
）
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
結
論
を
受
け
て
、「
本
件
（
の
ド
イ
ツ
の
）
規
制
は
、
共
同
体
の
根
本
原
則
の
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一
つ
で
あ
る
物
品
の
自
由
移
動
に
優
位
す
る
、
一
般
的
利
益
の
目
的
を
追
求
す
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
そ
の
実
際
上
の
効
果
は
、
こ

の
規
制
を
満
た
さ
な
い
他
の
構
成
国
産
品
を
自
国
市
場
か
ら
閉
め
出
す
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
条
（
現
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
三
四

条
）
違
反
で
あ
り
、
一
構
成
国
に
お
い
て
適
法
に
生
産
さ
れ
、
取
引
さ
れ
て
い
る
産
品
は
、
他
の
全
て
の
構
成
国
へ
の
輸
入
を
妨
げ

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
た（（（
（

。

　

こ
の
判
決
が
示
し
た
「
一
構
成
国
に
お
い
て
適
法
に
生
産
さ
れ
、
取
引
さ
れ
て
い
る
限
り
、
当
該
産
品
が
他
の
構
成
国
に
お
い
て

も
輸
入
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
原
則
は
、
各
構
成
国
が
、
本
源
国
（state of origin

）
の
規
制
を
、
原
則
と
し
て
、

相
互
に
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、「
相
互
承
認
（m

utual recognition

）」
原
則
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
判
決
以
後
、
今
日
ま
で
、
相
互
承
認
原
則
の
適
用
範
囲
は
様
々
な
局
面
に
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

２　

相
互
承
認
原
則
の
適
用
範
囲
の
拡
大

　
「
相
互
承
認
原
則
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
たCassis de D

ijon

判
決
以
降
、
主
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
民
事
司
法
協
力
の
分
野
に
お

い
て
そ
れ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め（（（
（

、
最
近
で
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
決
裁
定
に
お
い
て
、
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
移

動
の
場
面
の
み
な
ら
ず
、
会
社
の
法
人
格
の
承
認
や
氏
の
承
認
の
場
面
に
ま
で
、
そ
の
原
則
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

ま
ず
、
会
社
の
法
人
格
の
相
互
承
認
に
関
す
る
先
決
裁
定
と
し
て
、
以
下
の
四
つ
の
事
件
、
す
な
わ
ち
、
一
九
九
九
年
の

Centros

事
件
、
二
〇
〇
二
年
のÜ

berseering

事
件
、
二
〇
〇
三
年
のInspire A

rt

事
件
、
二
〇
〇
五
年
のSEV

IC System
s 

A
G

事
件
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
で
、
つ
ぎ
に
、
氏
名
の
相
互
承
認
に
関
す
る
三
つ
の
事
件
、
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
三
年
のGarcia 

A
vello

事
件
、
二
〇
〇
八
年
のGrunkin et Paul

事
件
、
二
〇
一
〇
年
のSayn-W

ittgenstein

事
件
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
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【
会
社
の
相
互
承
認
】

①
一
九
九
九
年
のCentros

事
件（（（
（

【
事
実
】

　

デ
ン
マ
ー
ク
に
居
住
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
人
夫
婦
が
、
も
っ
ぱ
ら
デ
ン
マ
ー
ク
で
営
業
を
行
う
た
め
の
会
社Centros

社
を
、
英
国

でprivate lim
ited com

pany

（
法
形
態
と
し
て
は
有
限
責
任
会
社
）
と
し
て
設
立
し
た
。
こ
れ
は
デ
ン
マ
ー
ク
会
社
法
上
の
最
低

資
本
金
規
制
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
同
社
は
、
英
国
で
設
立
登
記
を
し
て
い
た
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
活
動
す
る
た
め
デ
ン

マ
ー
ク
通
商
企
業
庁
（Erhvervs- og Selskabsstyrelsen

）
に
支
店
登
記
申
請
を
し
た
と
こ
ろ
、
同
社
の
英
国
で
の
設
立
が
デ
ン

マ
ー
ク
法
上
の
規
制
を
回
避
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
登
記
が
拒
絶
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
構
成
国
で
あ
る
英
国
で
適
法
に

設
立
さ
れ
登
記
さ
れ
た
事
務
所
を
持
つ
会
社
が
、
英
国
で
営
業
活
動
を
せ
ず
、
別
の
構
成
国
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
で
支
店
を
開
設
し

て
活
動
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
最
低
資
本
金
規
制
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
支
店
登
録
の

申
請
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
等
に
違
反
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。

【
先
決
裁
定
】

　

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
の
と
っ
た
措
置
は
Ｅ
Ｃ
条
約
に
違
反
す
る
と
の
裁
定
を
下
し
た
。
あ
る
構
成
国
で
適
法

に
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
他
の
構
成
国
で
支
店
等
を
開
設
す
る
こ
と
は
、
共
同
体
法
の
適
用
範
囲
に
入
る
問
題
で
あ
り
、
法
律
回
避

の
動
機
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
共
同
体
法
の
適
用
を
否
定
す
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
あ
る
構
成
国
が
他
の
構
成
国
（
そ
こ
で
は
営

業
活
動
を
し
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
本
拠
を
有
す
る
）
の
法
に
従
い
設
立
さ
れ
た
会
社
の
支
店
の
登
記
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
Ｅ
Ｃ
条

約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
に
抵
触
す
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
行
っ
た
措
置
が
共
同
体
法
の
保
障
す
る
開

業
の
自
由
の
制
約
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
①
差
別
的
な
適
用
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
一
般
の
利
益
の
喫

緊
の
要
求
が
存
在
す
る
こ
と
、
③
当
該
措
置
が
目
的
の
実
現
の
確
保
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
④
当
該
措
置
が
目
的
の
実
現
に
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必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
の
四
つ
の
要
件
の
充
足
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
検
討
し
た
結
果
、
本
件
措
置
は
Ｅ
Ｃ
条
約

に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
裁
定
は
、
Ｅ
Ｕ
の
あ
る
構
成
国
（
本
件
で
は
英
国
）
で
設
立
さ
れ
た
会
社
の
法
人
格
に
つ
き
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条

（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
か
ら
導
か
れ
る
「
法
人
の
開
業
の
自
由
」
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
二
〇
〇
二
年
のÜ

berseering

事
件（（（
（

【
事
実
】

　

Ü
berseering

社
（
オ
ラ
ン
ダ
で
設
立
さ
れ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
登
記
さ
れ
て
い
た
）
が
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
に
ド
イ
ツ
の

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
土
地
を
取
得
し
、
ド
イ
ツ
の
会
社
で
あ
る
Ｎ
Ｃ
Ｃ
社
に
当
該
土
地
に
あ
る
建
物
の
改
装
を
依
頼
し
た
が
、

Ü
berseering

社
は
塗
装
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｃ
社
に
補
償
を
求
め
た
。
一
九
九
四
年
一
二
月
、
二
人
の
ド
イ
ツ
人

（
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
在
住
）
がÜ
berseering
社
の
株
式
の
全
持
分
を
取
得
し
た
。
一
九
九
六
年
、Ü

berseering

社
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ

社
を
相
手
取
り
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え
を
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
地
裁
に
起
こ
し
た
が
、
地
裁
・
高
裁
判
決
と
も
に
、

Ü
berseering

社
の
全
持
分
の
移
転
に
よ
っ
て
そ
の
本
拠
は
ド
イ
ツ
に
移
転
し
た
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法

人
で
あ
るÜ

berseering

社
は
、
本
拠
地
法
主
義
に
基
づ
き
、
ド
イ
ツ
で
再
設
立
さ
れ
な
い
限
り
そ
の
本
拠
た
る
ド
イ
ツ
で
法
人

格
を
有
さ
ず
、
訴
訟
当
事
者
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
、Ü

berseering

社
の
訴
え
を
却
下
し
た
。Ü

berseering

社
が
上
告
し
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
（
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
）
は
、
先
決
問
題
を
欧
州
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
た
。
争
点
と
な
っ

た
先
決
問
題
は
、
①
あ
る
構
成
国
で
適
法
に
設
立
さ
れ
た
法
人
が
別
の
構
成
国
に
後
に
本
拠
を
移
し
、
後
者
の
国
の
法
に
よ
れ
ば
、

当
該
法
人
は
訴
訟
当
事
者
と
な
れ
な
い
場
合
に
、
後
者
の
法
に
よ
っ
て
そ
の
法
人
格
及
び
訴
訟
当
事
者
能
力
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
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Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
に
違
反
す
る
か
、
②
Ｅ
Ｃ
条
約
に
違
反
す
る
と
し
た
場
合
、
法
人

の
開
業
の
自
由
（
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
））
は
、
法
人
の
法
人
格
・
訴
訟
当
事
者
能
力
が
、

設
立
準
拠
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。

【
先
決
裁
定
】

　

本
件
は
、
あ
る
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
を
別
の
構
成
国
で
承
認
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
、「
他
の
構
成
国

の
法
に
従
い
適
法
に
設
立
さ
れ
た
会
社
に
法
人
格
・
訴
訟
当
事
者
能
力
を
認
め
る
こ
と
を
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
拒
絶
す
る
こ
と
が

（
Ｅ
Ｃ
条
約
の
定
め
る
）
開
業
の
自
由
に
対
す
る
制
限
に
該
当
す
る
か
否
か
」
に
つ
い
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
か
り
に
訴
訟
当
事

者
能
力
を
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
で
権
利
を
訴
求
す
る
た
め
に
は
ド
イ
ツ
法
に
基
づ
き
ド
イ
ツ
で
再
設
立
す
る
ほ

か
は
な
い
。
会
社
は
そ
の
設
立
と
機
能
を
決
定
す
る
国
内
法
に
よ
っ
て
の
み
存
在
し
う
る
こ
と
か
ら
、Ü

berseering

社
の
存
在
そ

の
も
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
と
し
て
の
地
位
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
。
当
該
会
社
の
ド
イ
ツ
で
の
再
設
立

と
い
う
要
件
は
開
業
の
自
由
の
全
面
的
な
否
定
に
等
し
く
、
開
業
の
自
由
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
件

で
開
業
の
自
由
に
対
す
る
制
限
が
正
当
化
さ
れ
う
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
、
債
権
者
保
護
、
少
数
派
株
主
保
護
、
労
働
者

保
護
、
課
税
の
調
整
と
い
っ
た
目
的
は
正
当
な
目
的
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
法
人
格
を
否
定
し
、
訴
訟
当
事
者

能
力
を
否
定
す
る
こ
と
は
本
件
で
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
②
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
る
構
成
国
の
法
律
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
、
そ
の
国
に
登
録
上
の
本
拠
を
有
す
る
法
人
が
他
の
構
成
国
に
お
い
て
開
業
の
自
由
を
行
使
す
る
場
合
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三

条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
は
、
法
人
が
設
立
準
拠
法
に
従
っ
て
有
し
て
い
る
法
人
格
・
訴
訟
当
事
者
能
力
を

他
の
構
成
国
が
承
認
す
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
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③
二
〇
〇
三
年
のInspire A

rt

事
件（（（
（

【
事
実
】

　

Inspire A
rt

社
は
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
八
日
英
国
でprivate com

pany lim
ited by shares

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
、

単
独
代
表
権
を
持
つ
唯
一
の
取
締
役
を
ハ
ー
グ
に
置
き
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
支
店
を
開
設
し
て
、
美
術
品
の
売
買
を
行
っ
て
い
た
。

Inspire A
rt

社
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
商
業
登
記
簿
上
、
オ
ラ
ン
ダ
擬
似
外
国
会
社
法
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
）
一
条
に
い
う
擬
似
外
国
会
社
で
あ

る
こ
と
の
表
示
な
し
に
登
記
が
さ
れ
て
い
た
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
商
工
会
議
所
が
国
内
でInspire A

rt

社
に
擬
似
外
国
会
社
と
し
て

登
記
す
る
よ
う
求
め
て
提
訴
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、Inspire A

rt

社
は
、
自
ら
は
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
上
の
擬
似
外
国
会

社
に
該
当
し
な
い
、
か
り
に
該
当
す
る
と
し
て
も
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
の
規
制
は
共
同
体
法
、
特
に
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
に
抵
触
す
る
と
主
張
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
裁
判
所
は
、Inspire A

rt

社
が
擬
似
外
国
会
社
に
該
当
す
る

と
し
た
上
で
、
先
決
問
題
を
欧
州
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
た
。
争
点
と
な
っ
た
先
決
問
題
は
、
設
立
以
外
に
設
立
準
拠
法
所
属
国
と

は
何
ら
関
係
が
な
い
会
社
に
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
に
よ
っ
て
追
加
的
な
条
件
を
課
す
こ
と
が
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八

条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
に
違
反
す
る
か
否
か
で
あ
る
。

【
先
決
裁
定
】

　

ま
ず
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
の
規
定
の
う
ち
、
最
低
資
本
金
規
制
及
び
同
法
違
反
の
場
合
の
取
締
役
の
連
帯
責
任
を

定
め
た
規
定
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
の
保
障
す
る
開
業
の
自
由
の
行
使
を
制
限
す
る
効
果
を
持
つ
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
ら
の
規
定
が

開
業
の
自
由
に
対
す
る
制
限
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
本
件
は
開
業
の
自
由
に
対
す
る
制
限
と
し
て
の
正

当
化
に
必
要
な
四
つ
の
要
件
を
充
足
し
て
お
ら
ず
、
他
の
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
二
次
的
な
開
業
の
自
由
を
行
使
す
る
の
に

際
し
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
の
よ
う
な
国
内
法
が
最
低
資
本
金
規
制
・
取
締
役
の
責
任
と
い
う
形
で
制
限
を
付
加
す
る
こ
と
は
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三

条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
に
違
反
す
る
と
し
た
。
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本
件
は
、Centros

事
件
、Ü

berseering

事
件
に
お
け
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
基
本
的
な
立
場
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
④
二
〇
〇
五
年
のSEV

IC System
s A

G

事
件（（（
（

【
事
実
】

　

ド
イ
ツ
で
設
立
さ
れ
たSEV

IC System
s A

G

社
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
設
立
さ
れ
たSecurity V

ision Concept SA

社
は
、

二
〇
〇
二
年
に
会
社
の
合
併
契
約
を
結
び
、
契
約
で
は
、Security V

ision

社
の
清
算
な
し
の
解
散
と
そ
の
財
産
のSEV

IC

社
へ

の
包
括
的
移
転
、SEV

IC

社
の
社
名
は
変
更
し
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
のN

euw
ied

の
区
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ

の
変
更
法
（U

m
w

andlungsgesetz
）
は
ド
イ
ツ
に
本
拠
を
有
す
る
法
主
体
間
で
の
合
併
の
み
を
定
め
て
い
る
と
し
て
、
商
業
登
記

簿
へ
の
合
併
の
記
載
の
申
請
を
拒
絶
し
た
。SEV

IC

社
はK

oblenz

の
地
裁
に
上
訴
し
た
。
同
地
裁
は
、
ド
イ
ツ
に
本
拠
を
有
す

る
会
社
と
他
の
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
と
の
間
の
合
併
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
会
社
間
の
合
併
の
商
業
登
記
簿
へ
の
記
載
を
ド

イ
ツ
の
変
更
法
を
根
拠
に
拒
絶
す
る
こ
と
が
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
に
違
反
す
る
か
否
か

と
い
う
先
決
問
題
を
欧
州
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
た
。

【
先
決
裁
定
】

　

会
社
の
清
算
な
し
の
解
散
及
び
そ
の
会
社
の
財
産
の
他
の
会
社
へ
の
包
括
的
移
転
を
伴
う
合
併
の
商
業
登
記
簿
へ
の
記
載
を
、
あ

る
構
成
国
に
お
い
て
、
一
般
的
に
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
二
つ
の
会
社
の
一
方
が
そ
の
本
拠
を
他
の
構
成
国
に
有
す
る
場
合
に
は
、
Ｅ

Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
に
違
反
す
る
と
し
た
上
で
、
合
併
に
参
加
し
た
会
社
は
い
ず
れ
も
そ

の
本
拠
を
最
初
の
（
最
初
に
そ
の
会
社
に
法
人
格
を
付
与
し
た
）
構
成
国
に
有
す
る
と
し
た
。
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こ
れ
ら
四
つ
の
判
決
は
、
Ｅ
Ｕ
の
他
の
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
の
法
人
格
に
つ
き
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
か
ら
導
か
れ
る
法
人
の
開
業
の
自
由
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
判
決

で
は
、
構
成
国
の
国
内
法
を
評
価
す
る
場
合
、
そ
れ
が
Ｅ
Ｃ
条
約
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
）
の
保
障
す
る
開
業
の
自
由
に
対
す
る
制
限
と

い
う
結
果
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
か
否
か
、
そ
の
制
限
が
正
当
な
も
の
か
否
か
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
人
の
従

属
法
の
決
定
基
準
と
し
て
設
立
準
拠
法
主
義
と
本
拠
地
法
主
義
の
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
抵
触
法
上
の
観
点
か
ら
の
議
論
で

は
な
い
。

【
氏
名
の
相
互
承
認
】

①
二
〇
〇
三
年
のGarcia A

vello
事
件（（（
（

【
事
実
】

　

ベ
ル
ギ
ー
在
住
の
ス
ペ
イ
ン
人
男
性Garcia A

vello

と
ベ
ル
ギ
ー
人
女
性W

eber

は
、
一
九
八
六
年
に
ベ
ル
ギ
ー
で
婚
姻
し
、

同
地
で
一
九
八
八
年
と
一
九
九
二
年
に
二
人
の
子
が
生
ま
れ
た
。
子
は
い
ず
れ
も
ベ
ル
ギ
ー
と
ス
ペ
イ
ン
の
重
国
籍
者
で
あ
る
。
ベ

ル
ギ
ー
法
上
、
嫡
出
子
の
姓
は
父
の
姓
と
な
る
た
め
、
子
は
ベ
ル
ギ
ー
の
出
生
証
書
にGarcia A

vello

と
い
う
姓
で
登
録
さ
れ
て

い
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
法
上
は
一
般
に
結
合
姓
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
子
は
、
父
と
母
そ
れ
ぞ
れ
の
結
合
姓
の
最
初
の
部
分
を
、
原
則

と
し
て
父
、
母
の
順
で
結
合
し
た
姓
を
称
す
る
た
め
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
領
事
部
に
はGarcia W

eber

と
い
う

姓
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
両
親
は
こ
の
姓
をGarcia A

vello

か
らGarcia W

eber

に
変
更
す
る
よ
う
ベ
ル
ギ
ー
当

局
に
申
し
立
て
た
が
、
結
局
申
立
は
棄
却
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
の
取
消
を
求
め
ら
れ
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
ベ
ル
ギ
ー
当
局
の

措
置
が
Ｅ
Ｃ
条
約
一
七
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
〇
条
）・
一
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
一
条
）
に
違
反
す
る
か
否
か
と
い
う
先
決
問
題
を

欧
州
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
た
。
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【
先
決
裁
定
】

　

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
本
件
の
子
ら
は
二
つ
の
構
成
国
の
国
籍
を
有
し
て
い
る
た
め
Ｅ
Ｃ
条
約
一
七
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
〇
条
）

か
ら
導
か
れ
る
Ｅ
Ｕ
市
民
の
地
位
を
享
受
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
姓
を
規
律
す
る
準
則
に
関
し
て
、
Ｅ
Ｃ
条
約
一
二
条
（
Ｅ

Ｕ
機
能
条
約
一
八
条
）
の
国
籍
に
基
づ
く
差
別
を
受
け
な
い
権
利
を
利
用
で
き
る
と
し
た
上
で
、「
あ
る
構
成
国
の
行
政
当
局
が
そ
の

国
に
居
住
し
そ
の
国
の
国
籍
と
他
の
構
成
国
の
国
籍
を
有
す
る
未
成
年
の
子
ら
の
姓
の
変
更
の
申
立
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
申
立
が

こ
の
子
ら
が
他
の
構
成
国
の
法
と
伝
統
に
従
い
有
す
る
姓
を
称
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
一
二
条
（
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
一
八
条
）・
一
七
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
〇
条
）
に
違
反
す
る
。」
と
し
た（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
子
は
ベ
ル
ギ
ー
に
合
法
的
に
在
住
す

る
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
る
こ
と
、
ス
ペ
イ
ン
法
と
ベ
ル
ギ
ー
法
に
基
づ
い
て
二
つ
の
異
な
る
姓
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、
子
ら

の
家
族
の
氏
が
異
な
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
様
々
な
重
大
な
支
障
（serious inconvenience/ sérieux inconvénients

）
を
理
由
に
二

重
国
籍
者
を
不
利
な
立
場
に
置
く
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ル
ギ
ー
法
が
Ｅ
Ｃ
条
約
一
二
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一
八
条
）・
一
七
条

（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
〇
条
）
に
違
反
す
る
と
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。

②
二
〇
〇
八
年
のGrunkin-Paul

事
件（（（
（

【
事
実
】

　

い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
国
籍
を
有
す
るGrunkin

とPaul

の
間
に
生
ま
れ
た
子Leonhard M

atthias

（
ド
イ
ツ
国
籍
）
は
デ
ン
マ
ー

ク
で
出
生
し
、
以
来
同
国
に
居
住
し
て
い
た
。Leonhard M

atthias
が
居
住
し
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
両
親
の
そ
れ
ぞ
れ
の

氏
の
結
合
姓
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
デ
ン
マ
ー
ク
法
に
従
い
、
そ
の
子
の
姓
は
、Grunkin-Paul

と
決
定
さ
れ
、
登
録
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
当
局
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
登
録
さ
れ
た
姓
の
ド
イ
ツ
で
の
記
入
登
録
は
、
ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
（
Ｅ
Ｇ

Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
一
〇
条
一
項
に
従
い
指
定
さ
れ
る
ド
イ
ツ
実
質
法
の
規
定
に
反
す
る
と
し
て
拒
絶
し
た
。
ド
イ
ツ
民
法
の
関
連
規
定
に
よ
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れ
ば
、
父
母
の
結
合
姓
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
子
は
父
母
の
い
ず
れ
か
一
方
の
姓
を
名
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
当
局
が
、Grunkin-Paul

と
い
う
子
の
氏
の
登
録
を
拒
絶
し
た
こ
と
が
、
Ｅ
Ｃ
条
約
一
二
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一

八
条
）・
一
八
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
一
条
）
に
違
反
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

【
先
決
裁
定
】

　

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
本
件
の
子Leonhard M

atthias

は
、
ド
イ
ツ
で
国
籍
に
基
づ
く
差
別
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
な
い
た

め
、
Ｅ
Ｃ
条
約
一
二
条
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一
八
条
）
は
関
連
性
を
持
た
な
い
と
し
た
上
で
、
本
件
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
措
置
が
彼
の

身
元
証
明
等
に
関
し
て
様
々
な
重
大
な
支
障
（sérieux inconvénients

）
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｃ
条
約
一
八
条
（
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
二
一
条
）
の
移
動
及
び
居
住
の
権
利
の
行
使
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
た（（（
（

。
ま
た
、
唯
一
の
連
結
点
と
し
て
国
籍
を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
の
子
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
ド
イ
ツ
の
国
境
を
越
え
る
た
び
に
姓
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
た
め
、
安
定
性
と
継
続
性
と
い
う
目
的
に
反
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
理
由
に
、
ド
イ
ツ
政
府
が
主
張
す
る
条
約
違
反
の
客

観
的
正
当
化
も
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た（（（
（

。

③
二
〇
一
〇
年
のSayn-W
ittgenstein

事
件（（（
（

【
事
実
】

　

ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
女
性
が
貴
族
の
爵
位
を
持
つ
ド
イ
ツ
人
と
の
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
、
爵
位
と
貴
族
の
称
号

を
示
す
、Fürstin von Sayn-W

ittgenstein

（
ザ
イ
ン
＝
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
爵
夫
人
）
と
い
う
姓
を
取
得
し
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
こ
の
姓
を
届
け
出
た
。
そ
れ
か
ら
一
五
年
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
事
登
録
簿
に
お
け
る
そ
の
姓
の
最
初
の
記
載
の

Fürstin von

の
部
分
は
職
権
で
削
除
・
訂
正
さ
れ
、
姓
はSayn-W

ittgenstein

に
変
更
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
当
局
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
貴
族
制
度
を
廃
止
し
た
「
爵
位
廃
止
法
」
に
基
づ
き
、
当
該
姓
の
変
更
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
法
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は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
法
の
下
の
平
等
を
実
現
す
る
た
め
の
法
律
で
あ
り
、
憲
法
と
同
等
の
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
当
局
に
よ
る
姓
の
変
更
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
一
条
一
項
の
移
動
及
び
居
住
の
権
利
の
行
使
に
違
反
す
る
か
否
か
が
問

題
と
な
っ
た
。

【
先
決
裁
定
】

　

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
一
構
成
国
の
当
局
が
同
国
国
民
の
姓
の
全
て
の
要
素
を
居
住
先
の
構
成
国
で
決
定
さ
れ
た
と
お
り
に
承
認

す
る
の
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
一
条
が
認
め
る
移
動
及
び
居
住
の
自
由
の
行
使
に
対
す
る
制
限
で
あ
る
と
し
た
上
で（（（
（

、

「
確
立
さ
れ
た
判
例
法
に
従
い
、
人
の
移
動
の
自
由
に
対
す
る
制
約
は
、
客
観
的
考
慮
に
基
づ
き
、
か
つ（（（
（

、
国
内
法
が
追
求
す
る
正

当
な
目
的
に
対
し
て
比
例
性
を
有
し
て
い
る
場
合
に
の
み
正
当
化
さ
れ
る
」
と
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
憲
法
史
上
、
爵
位
廃
止
法
を
、

国
家
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
要
素
と
し
て
、
正
当
な
利
益
と
Ｅ
Ｕ
法
の
下
で
認
め
ら
れ
て
い
る
人
の
自
由
移
動
の
権
利
と
の
間

で
比
較
衡
量
を
行
う
際
に
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
憲
法

的
状
況
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
援
用
す
る
正
当
化
は
、
公
序
の
援
用
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

公
序
に
関
す
る
客
観
的
な
考
慮
は
、
一
構
成
国
が
同
国
民
に
対
し
、
他
の
構
成
国
で
付
与
さ
れ
た
姓
を
承
認
す
る
の
を
拒
絶
す
る
こ

と
を
正
当
化
し
う
る
と
判
断
し
た（（（
（

。

三　

Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
に
お
け
る
承
認
論

　

１　

問
題
設
定

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
「
相
互
承
認
原
則
」
の
適
用
範
囲
の
拡
大
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
に
お
い
て
は
、
法
の
統
合
を
進
め

る
際
に
使
わ
れ
る
手
法
と
し
て
、
承
認
と
い
う
方
法
が
、
従
来
の
抵
触
法
的
手
法
と
競
合
す
る
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
同
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時
に
、
そ
も
そ
も
承
認
と
い
う
方
法
が
法
統
合
を
進
め
る
際
の
有
用
な
手
段
た
り
う
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
承
認
と
い
う
方
法

の
意
義
、
対
象
、
要
件
、
効
果
、
そ
し
て
、
そ
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
の
「
承
認
論
」
に
お
け
る
議
論
の
焦
点
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
民
事
司
法
協
力
の
関
連
立
法
で

あ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
や
Ⅱbis

規
則
等
で
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
る
判
決
の
相
互
承
認
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
法

的
状
況
の
承
認
と
い
う
方
法
（la m

éthode de la reconnaissance des situations juridiques

）
を
国
際
私
法
上
認
め
る
べ
き
か
否

か
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
の
「
承
認
論
」
に
お
い
て
は
、
一
構
成
国
で
適
法
に
創
設
さ
れ
た
法
的
状
況

を
他
の
構
成
国
は
承
認
す
べ
き
で
あ
る
の
か
否
か
、
あ
る
い
は
、
他
の
構
成
国
は
あ
ら
た
に
国
際
私
法
に
よ
る
準
拠
法
選
択
を
行
い
、

再
度
そ
の
法
的
状
況
を
評
価
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
設
定
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

先
に
「
相
互
承
認
原
則
」
の
拡
大
の
部
分
で
述
べ
た
よ
う
な
、
会
社
の
法
人
格
の
相
互
承
認
や
人
の
氏
名
の
相
互
承
認
に
関
す
る

欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
決
裁
定
は
、
い
ず
れ
も
、
各
構
成
国
の
と
っ
た
措
置
や
法
令
が
Ｅ
Ｃ
条
約
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
）
の
定
め
る
基

本
的
自
由
に
違
反
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
構
成
国
の
措
置
や
法
令
を
条
約
違
反
と
し
た
こ
と

で
、
結
果
的
に
、
あ
る
構
成
国
で
認
め
ら
れ
た
会
社
の
法
人
格
や
人
の
氏
名
と
い
っ
た
法
的
状
況
を
、
他
の
構
成
国
が
承
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
各
構
成
国
の
措
置
や
法
令
が
条
約
に
違
反
す
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
一
般
の
利
益
の
要
求
と
い
っ
た
一
定
の
要
件
の
下
で
の
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
相
互
承
認
が
無
条
件
に
行
わ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
下
で
は
、P. Lagarde

の
論
文
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
法
的
状
況
の
承
認
に
関
し
て
の
検
討
項
目
に
従
い（（（
（

、
承
認
の
意
義
、
承

認
の
対
象
、
承
認
の
要
件
、
効
果
、
さ
ら
に
、
法
的
状
況
の
承
認
と
い
う
方
法
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
国
際
私
法
立
法
や
条

約
の
紹
介
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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２　

承
認
の
意
義

　

P. M
ayer

に
よ
れ
ば
、「
承
認
」
と
い
う
観
念
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
る（（（
（

。
一
つ
は
、
外
国
判
決
の
承
認

で
い
う
と
こ
ろ
の
承
認
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
国
判
決
に
よ
っ
て
確
認
又
は
形
成
さ
れ
た
法
的
状
況
を
承
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

も
う
一
つ
は
、
拡
張
的
な
効
力
を
持
つ
承
認
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
属
地
的
に
拡
張
さ
れ
た
効
力
を
も
つ
承
認
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
承
認
の
例
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
法
上
の
相
互
承
認
原
則
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
相
互
承
認
原
則
に
よ
る
承
認
の
効
果
は
、
Ｅ
Ｕ
の
他
の

全
て
の
構
成
国
に
及
び
う
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
上
の
承
認
論
に
お
い
て
は
、
法
的
状
況
の
承
認
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
構
成
国
で
適
法
に
創
設

さ
れ
た
法
的
状
況
を
他
の
構
成
国
は
承
認
す
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
他
の
構
成
国
は
国
際
私
法
に
よ
る
準
拠
法
選
択
を
再
度
行

い
、
そ
の
法
的
状
況
を
評
価
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
そ
も
そ
も
国
際
私
法
上
、
法
的
状
況
の
承

認
と
い
う
方
法
が
、
従
来
認
め
ら
れ
て
き
た
外
国
判
決
の
承
認
と
並
ぶ
方
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
否
か
。
外
国
判

決
の
承
認
と
法
的
状
況
の
承
認
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　

外
国
判
決
の
承
認
と
法
的
状
況
の
承
認
の
違
い
と
は
何
か
。
外
国
判
決
の
承
認
と
法
的
状
況
の
承
認
と
は
同
一
に
論
じ
ら
れ
る
の

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、P. Lagarde

は
、
両
者
を
二
元
的
に
区
別
す
る
立
場
と
、
両
者
を
区
別
せ
ず
一
元
的
に
把
握
す
る
立
場

が
あ
る
と
整
理
し
て
い
る（（（
（

。

　

ま
ず
、
両
者
を
区
別
す
る
立
場
の
論
者
と
し
て
、P. M

ayer
が
挙
げ
ら
れ
る
。M

ayer

は
、
法
的
状
況
の
承
認
と
判
決
の
承
認

の
違
い
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、
決
定
（décisions

）
と
法
規
と
の
区
別
か
ら
出
発
す
る
（
な
お
、
こ
こ
に
い
う
決
定
と
は
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
国
家
の
判
決
や
国
家
の
他
の
決
定
等
を
含
む
広
い
概
念
で
あ
る
）。
す
な
わ
ち
、
法
的
状
況
が
判
決
か
ら
生
じ
て
い
る
の
か
、

法
規
そ
の
も
の
か
ら
生
じ
て
い
る
の
か
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
的
状
況
が
判
決
か
ら
生
じ
て
い
る
場
合
、
承
認
さ
れ

る
の
は
判
決
で
あ
り
、
法
的
状
況
は
間
接
的
に
承
認
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
法
的
状
況
が
法
規
の
適
用
か
ら
生
じ
て
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い
る
場
合
、
そ
の
法
規
が
何
で
あ
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
準
拠
法
選
択
を
行
う
べ
き
法
律
の
抵
触
の
問
題
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る（（（
（

。

　

つ
ぎ
に
、
外
国
判
決
の
承
認
と
法
的
状
況
の
承
認
と
を
区
別
せ
ず
、
一
元
的
に
把
握
す
る
立
場
の
論
者
は
、
あ
る
特
定
の
法
規
に

従
い
外
国
で
創
設
さ
れ
た
法
的
状
況
は
既
成
の
事
実
で
あ
る
た
め
、
た
と
え
そ
の
状
況
に
つ
い
て
判
決
が
下
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て

も
、
既
に
存
在
し
て
い
る
法
律
関
係
が
確
か
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
法
廷
地
の
抵
触
規
則
に
従

い
準
拠
法
決
定
を
行
う
必
要
は
な
い
と
主
張
す
る（（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
二
つ
の
立
場
の
相
違
は
、
承
認
国
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
大
変
重
要
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
法
的
状
況
の
承
認
と
決
定
の
承
認
と
を
区
別
す
るP. M

ayer

の
よ
う
な
見
解
に
従
え
ば
、
法
的
状
況
が
法

規
の
適
用
か
ら
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
規
が
属
す
る
法
秩
序
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
ず
法
廷
地
の
抵
触
規
則
に

従
い
準
拠
法
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う（（（
（

。
そ
れ
に
対
し
、
後
者
の
見
解
に
従
え
ば
、
法
廷
地
の
抵
触
規
則
に
従
い
準
拠
法
を
選
択

す
る
の
で
は
な
く
、
法
的
状
況
を
直
接
承
認
す
る
た
め
の
承
認
要
件
が
ま
ず
充
足
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
（
（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、P. M

ayer

は
、
法
的
状
況
の
承
認
と
い
う
方
法
を
決
定
の
承
認
と
い
う
方
法
と
は
別
の
法
の
抵
触
を
解
決
す
る
方

法
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
前
者
は
後
者
の
幾
つ
か
の
特
徴
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
類
似
点
と
し
て
次
の
四

点
、
す
な
わ
ち
、
①
承
認
と
い
う
方
法
は
法
廷
地
抵
触
規
則
の
適
用
と
は
異
な
る
こ
と
、
②
法
廷
地
と
は
別
の
具
体
的
な
観
点
を
法

廷
地
法
秩
序
が
是
認
す
る
こ
と
を
承
認
が
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
、
③
承
認
を
受
け
う
る
具
体
的
な
観
点
は
「
結
晶
化
」
し
て
い
る

こ
と
、
④
承
認
と
い
う
方
法
は
中
立
的
で
は
な
く
、
法
的
現
実
を
事
実
的
な
状
況
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
助
長
す
る
こ
と
、
を
挙
げ
て

い
る（（（
（

。

　

①
は
、「
法
廷
地
の
抵
触
規
則
が
指
定
す
る
法
秩
序
の
法
規
の
適
用
か
ら
法
的
状
況
が
生
ず
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
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意
味
し
て
い
る（（（
（

。
②
に
つ
い
て
、P. M

ayer

は
、「
承
認
は
必
ず
二
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
を
伴
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
法
廷
地
国
際

私
法
か
ら
は
導
か
れ
な
い
観
点
の
決
定
、
次
に
、
法
廷
地
国
際
私
法
の
設
定
す
る
要
件
の
審
査
に
よ
っ
て
こ
の
具
体
的
な
観
点
を
法

廷
地
の
中
に
受
容
す
る
こ
と
の
決
定
で
あ
る
。
こ
の
二
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
が
承
認
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
外
国
判
決

の
効
果
と
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
し
て
よ
り
一
般
的
に
は
法
廷
地
の
外
に
あ
る
具
体
的
な
観
点
を
表
明
す
る
外
国
の
決
定
の
効
果
と

の
関
連
に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
。
決
定
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
法
廷
地
と
は
別
の
具
体
的
な
観
点
は
潜
在
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
確
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
承
認
を
正
当
化
す
る
根
拠
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
す
る（（（
（

。

　

③
に
つ
い
て
、「
承
認
を
受
け
う
る
具
体
的
な
観
点
は
、
潜
在
的
な
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
形
で
す
で
に
『
結
晶
化

（cristallisé

）』
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
結
晶
化
を
根
拠
に
承
認
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う

に
、
決
定
の
承
認
の
方
法
に
お
い
て
は
、
承
認
は
、
当
事
者
の
予
測
と
決
定
のautorité

と
い
う
二
つ
を
尊
重
す
る
こ
と
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
。
決
定
が
な
い
場
合
、
こ
の
結
晶
化
に
基
づ
き
、
当
事
者
が
正
当
な
予
見
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
の
み
、
結

晶
化
さ
れ
た
法
的
状
況
が
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。」、「
結
晶
化
と
い
う
事
象
が
あ
る
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
諸
事
情
の
中
で
、
最

も
重
要
な
の
は
お
そ
ら
く
法
的
状
況
の
成
立
又
は
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
可
能
性
に
つ
い
て
の
機
関
の
関
与
で
あ
る
。
こ
の
機
関
が

決
定
に
つ
き
弱
い
決
定
権
限
し
か
有
し
な
い
場
合
で
も
そ
う
で
あ
る
。
承
認
さ
れ
る
の
は
公
的
機
関
に
よ
る
行
為
で
は
な
く
、［
中

略
］
機
関
が
創
設
に
寄
与
し
た
法
的
な
状
況
で
あ
る
。
例
え
ば
、
戸
籍
吏
に
よ
る
婚
姻
の
挙
行
で
あ
る
と
か
、
法
人
の
登
録
や
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
登
録
を
管
掌
す
る
機
関
に
よ
る
登
録
が
そ
う
で
あ
る
。
当
事
者
が
法
的
状
況
の
有
効
性
に
置
く
信
頼
は
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
公
的
機
関
が
受
理
の
前
に
一
定
の
審
査
を
行
う
場
合
に
は
、
特
に
強
い（（（
（

。」、「
他
の
結
晶
化
の
類
型
は
、
仲
裁
人
の
よ

う
に
、
当
事
者
が
そ
の
紛
争
の
解
決
の
任
務
を
与
え
た
者
に
よ
る
法
的
状
況
の
具
体
的
な
表
明
で
あ
る
。
仲
裁
判
断
に
適
用
さ
れ
る

法
を
審
査
す
る
代
わ
り
に
、
諸
国
が
今
日
、
仲
裁
判
断
の
承
認
と
い
う
観
点
か
ら
推
論
す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る（（（
（

。」
と
す
る
。
④

の
特
徴
は
、
③
の
特
徴
と
関
連
し
て
い
る
と
し
、「
当
事
者
の
予
見
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
承
認
と
い
う
方
法
は
法
律
行
為
の
有
効



166

法学研究 88 巻 1 号（2015：1）

性
、
よ
り
一
般
的
に
は
法
的
現
実
を
事
実
的
な
状
況
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。」
と
説
明
し
て
い
る（（（
（

。

　

３　

承
認
の
対
象

　
「
承
認
論
」
の
論
文
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
承
認
と
い
う
方
法
の
対
象
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。

　

P. M
ayer

は
、
決
定
の
承
認
の
方
法
と
法
的
状
況
の
承
認
の
方
法
と
い
う
二
つ
の
方
法
を
分
け
、
前
者
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る

場
合
と
し
て
、
①
国
家
の
判
決
、
②
国
家
の
他
の
決
定
、
③
既
判
力
を
伴
わ
な
い
公
的
機
関
の
行
為
、
④
仲
裁
判
断
を
挙
げ
て
い
る（（（
（

。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
国
家
の
判
決
（
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
や
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱbis

規
則
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承

認
）
や
②
国
家
の
他
の
決
定
（
例
え
ば
、
非
訟
事
件
に
お
け
る
裁
判
（
養
子
決
定
、
夫
婦
財
産
制
の
変
更
を
許
可
す
る
決
定
）、
行
政
機
関

に
よ
る
決
定
（
児
童
福
祉
機
関
の
と
っ
た
未
成
年
者
の
保
護
措
置
、
行
政
命
令
に
よ
る
氏
の
変
更
の
許
可
等
））
が
承
認
の
対
象
と
な
り
う

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
と
す
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
③
既
判
力
を
伴
わ
な
い
公
的
機
関
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
的
機
関
の
関
与
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
法
的
状

況
の
問
題
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
承
認
の
対
象
と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
公
的

機
関
に
よ
る
行
為
（acte public

）
と
い
う
観
念
は
、
訴
訟
事
件
に
お
け
る
判
決
を
除
き
、
私
法
的
な
関
係
に
お
け
る
公
的
機
関
の

関
与
の
総
体
を
包
摂
す
る
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
る（（（
（

。P. M
ayer

は
、
既
判
力
を
伴
わ
な
い
多
く
の
公
的
機
関
に
よ
る
行
為
は
、

証
明
力
や
執
行
力
で
あ
る
手
続
的
効
果
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
実
質
的
効
果
（effet substantiel

）
を
生
み
出
す
と
し
、
そ
れ

ら
の
効
果
の
う
ち
特
に
、
決
定
的
効
果
（effet décisionnel

）
と
名
義
的
効
果
（effet de titre

）
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る（（（
（

。P. M
ayer

は
、
③
既
判
力
を
伴
わ
な
い
公
的
機
関
の
行
為
の
う
ち
、
決
定
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
公
的
機
関
の
行
為

（
非
訟
事
件
に
お
け
る
裁
判
や
行
政
機
関
に
よ
る
離
婚
等
）
に
つ
い
て
は
、
②
国
家
の
他
の
決
定
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
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る
。
ま
た
、
名
義
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
公
的
機
関
の
行
為
と
し
て
の
、
公
的
機
関
に
よ
る
一
定
の
許
可
や
方
式
上
の
行
為
（
当
事

者
の
養
子
縁
組
の
意
思
表
示
を
受
領
し
、
一
定
の
審
査
を
行
う
に
と
ど
ま
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
機
関
の
役
割
、
タ
イ
の
戸
籍
吏
の
面
前
で
の

夫
婦
に
よ
る
離
婚
の
意
思
表
示
が
行
わ
れ
た
場
合
の
戸
籍
吏
の
役
割
等
）
を
承
認
し
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
絶

対
的
な
形
で
そ
の
創
設
を
宣
言
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
法
律
行
為
と
結
合
し
て
、
法
的
状
況
の
創
設
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
味

で
、
相
対
的
な
決
定
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
効
果
を
承
認
し
う
る
と
す
る（（（
（

。

　

P. Lagarde

は
、
法
的
状
況
の
承
認
と
決
定
の
承
認
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
よ
り
、
承
認
の
対
象
に
つ
い
て
の

見
解
も
異
な
る
と
す
る（（（
（

。
す
な
わ
ち
、P. M

ayer

の
よ
う
に
、
法
的
状
況
の
承
認
と
決
定
の
承
認
と
を
区
別
す
る
立
場
の
論
者
は
、

承
認
の
対
象
の
範
囲
を
決
定
と
最
も
近
似
し
た
法
的
状
況
、
す
な
わ
ち
、
公
的
機
関
の
関
与
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
法
的
状
況
に
限
定

し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
分
析
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
両
者
を
一
元
的
に
捉
え
る
立
場
は
、
よ
り
広
い
範
囲
の
法
的
状
況
に
つ

い
て
こ
の
承
認
と
い
う
方
法
を
用
い
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、P. M

ayer

は
、
法
的
状
況
が
承
認
の
対
象
と
さ
れ
る
た
め
の
ミ
ニ
マ
ム
な
要
件
と
し
て
、（
公
的
機
関

等
の
関
与
に
よ
っ
て
）「
結
晶
化
さ
れ
た
」
法
的
状
況
（situation cristallisée

）
が
存
在
す
る
こ
と
（
戸
籍
吏
に
よ
る
婚
姻
の
挙
行
、
法

人
の
機
関
へ
の
登
記
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
登
録
を
管
掌
す
る
機
関
に
よ
る
登
録
等
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、P. Lagarde

は
、
法
的
状

況
と
い
う
言
葉
は
多
義
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。
そ
の
上
で
、
確
か
に
、
法
的
状
況
が
、
公
的
機
関
の
関
与
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
場
合
、
結
晶
化
は
存
在
す
る
が
、
関
与
に
は
様
々
な
段
階
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
結
晶
化
さ
れ
る
法
的
状
況
に
も
様
々
な
種
類
が

あ
り
、
そ
の
こ
と
が
承
認
と
い
う
方
法
が
認
め
ら
れ
る
分
野
に
つ
い
て
の
議
論
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
と
彼
は
分
析
し
て
い
る
。P. 

Lagarde

は
、
公
的
機
関
が
法
的
状
況
の
創
設
に
積
極
的
に
関
与
す
る
場
合
（
婚
姻
、
争
訟
性
の
な
い
離
婚
、
氏
の
変
更
等
）
と
公
的

機
関
が
法
的
状
況
の
実
現
に
大
し
て
寄
与
せ
ず
に
法
的
状
況
を
受
理
し
た
り
登
録
し
た
り
、
あ
る
い
は
私
的
な
合
意
の
単
な
る
証
人

と
し
て
、
消
極
的
な
役
割
を
果
た
す
場
合
（
売
買
に
関
す
る
公
正
証
書
、
公
正
証
書
遺
言
）
と
に
区
別
す
る
。
前
者
は
、
規
範
的
な
公
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的
機
関
の
行
為
（les actes publics norm

atifs

）
又
は
決
定
的
な
公
的
機
関
の
行
為
（les actes publics décisionnels

）
と
呼
ば
れ
、

後
者
は
決
定
的
で
な
い
公
的
機
関
の
行
為
（les actes publics non décisionnels

）
又
は
受
諾
的
な
公
的
機
関
の
行
為
（les actes 

publics réceptifs

）、
さ
ら
に
確
認
的
な
公
的
機
関
の
行
為
（les actes publics constatifs

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

同
様
の
意
味
で
、
公
的
機
関
の
行
為
（les actes publics

）
と
準
公
的
機
関
の
行
為
（les actes quasi-publics

）
と
い
う
用
語
に
区

別
す
る
見
解
も
あ
る
。

　

P. Lagarde
は
、
公
的
機
関
が
法
的
状
況
の
創
設
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
な
公
的
機
関
の
行
為
に
つ
い
て
、
承
認
と
い
う

方
法
は
確
か
に
適
し
て
い
る
と
す
る（（（
（

。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
多
く
の
論
者
は
、
承
認
と
い
う

方
法
は
、
決
定
的
効
果
及
び
実
質
的
効
果
に
お
い
て
行
為
全
体
を
対
象
と
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、P. Callé

の
よ
う
な
論

者
は
、
公
的
機
関
の
行
為
の
実
質
的
効
果
を
承
認
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
実
質
的
効
果
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
抵
触
と
い
う
方
法
に

従
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

決
定
的
で
な
い
公
的
機
関
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
よ
り
激
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
法
の
抵
触
の
処
理
方
法
に
従
い
、

法
廷
地
の
抵
触
規
則
に
従
っ
て
準
拠
法
を
指
定
す
る
立
場
と
決
定
的
で
な
い
公
的
機
関
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
承
認
と
い
う
方
法
の

対
象
と
す
る
見
解
と
が
対
立
し
て
い
る
。

　

４　

承
認
の
要
件
及
び
効
果

　

法
的
状
況
の
承
認
を
認
め
る
場
合
に
は
、
承
認
の
要
件
及
び
効
果
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
判
決

の
承
認
が
あ
る
特
定
の
要
件
に
従
う
の
と
同
様
に
、
法
的
状
況
の
承
認
も
あ
る
特
定
の
要
件
に
従
う
べ
き
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。

法
的
状
況
の
承
認
の
要
件
を
判
決
承
認
の
要
件
に
ど
れ
だ
け
調
和
さ
せ
て
考
え
る
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

P. Lagarde

は
、
法
的
状
況
の
承
認
要
件
と
し
て
、
次
の
四
つ
の
要
件
、
す
な
わ
ち
、
①
密
接
関
連
性
の
要
件
、
②
強
行
性
及
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び
公
序
、
③
法
律
詐
欺
、
④
当
事
者
の
法
的
な
予
見
可
能
性
の
尊
重
を
挙
げ
、
各
々
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る（（（
（

。
第
一
の
①
密
接
関

連
性
の
要
件
は
、
間
接
管
轄
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
考
え
は
、
本
源
国
は
当
該
状
況
を
創
設
す
る
資
格
を
有
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
判
決
承
認
に
つ
い
て
、
外
国
裁
判
所
が
承
認
国
の
法
秩
序
の
観
点
か
ら
管
轄
を
有
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
様
に
、
法
的
状
況
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
幾
人
か
の
学
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
に
従
え
ば
、

本
源
国
の
法
秩
序
は
、
承
認
国
の
法
秩
序
の
観
点
か
ら
再
構
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
承
認
と
い
う
方
法
に
好
意

的
な
論
者
の
全
て
が
こ
の
要
件
を
採
り
上
げ
て
い
る
が
、
か
り
に
こ
の
要
件
を
非
常
に
厳
格
な
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
承
認

を
実
質
的
に
無
に
し
、
か
つ
準
拠
法
に
関
す
る
要
件
を
間
接
的
に
復
活
さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
とP. Lagarde

は
指
摘
し

て
い
る（（（
（

。
後
述
す
る
一
九
七
八
年
三
月
一
四
日
の
婚
姻
の
挙
行
及
び
そ
の
有
効
性
の
承
認
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
も
、
こ
の
密
接
関

連
性
の
要
件
を
設
け
て
い
な
い
。
第
二
に
、
②
公
序
の
要
件
を
考
慮
に
入
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
第
三
に
、
③
多
く
の
論
者

は
、
承
認
と
い
う
方
法
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
法
律
詐
欺
に
よ
っ
て
法
的
状
況
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
条
件
付
き
で
あ

る
と
す
る
。
か
り
に
虚
偽
の
外
観
の
創
設
に
あ
た
り
詐
欺
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
法
律
詐
欺
が
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
疑
う
余

地
は
な
い
。
当
事
者
が
あ
る
準
拠
法
の
適
用
を
逃
れ
る
た
め
に
あ
る
特
定
の
国
に
お
い
て
法
的
状
況
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
場
合
の

解
決
は
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
密
接
関
連
性
の
要
件
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
で
、
法
律
詐
欺
の
リ
ス
ク
は
減
じ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
④
当
事
者
の
正
当
な
期
待
の
尊
重
は
、
承
認
と
い
う
方
法
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ

も
ま
た
承
認
要
件
の
一
つ
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
法
的
状
況
は
、
そ
れ
が
別
の
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
当
事
者
が
信
じ
う

る
場
合
に
し
か
、
承
認
さ
れ
る
に
値
し
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
承
認
国
は
承
認
を
拒
絶
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
法
的
状
況
の
承
認
は
、
法
的
状
況
の
成
立
だ
け
で
な
く
効
果
の
承
認
を
も
含
む
の
か
否
か
、
す
な
わ
ち
、
全
て
の
効

果
の
承
認
な
の
か
、
効
果
の
一
部
の
承
認
な
の
か
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
法
的
状
況
の
本
源
国
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ

て
い
る
効
果
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
承
認
国
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
状
況
に
付
与
さ
れ
た
効
果
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
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法
的
状
況
と
同
じ
範
疇
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
大
多
数
の
見
解
は
、
承
認
と
は
事
実
的
な
状
況
の
承
認
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、

本
源
国
法
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
て
い
る
効
果
に
と
ど
ま
る
と
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
法
的
状
況
の
承
認
と
い
う
方
法
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
国
際
私
法
立
法
や
条
約
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
実
定
法

上
の
規
定
と
し
て
、
一
九
七
八
年
の
婚
姻
の
挙
行
及
び
そ
の
有
効
性
の
承
認
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
の
九
条
一
項
や
ス
イ
ス
国
際
私

法
四
五
条
の
規
定
な
ど
が
あ
る
。
ハ
ー
グ
条
約
九
条
一
項
は
、「
挙
行
地
国
の
法
律
に
従
い
有
効
に
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
又
は
そ
の
挙

行
地
国
の
法
律
の
下
で
有
効
と
な
る
に
至
っ
た
婚
姻
は
、
本
章
の
規
定
に
従
い
、
全
締
約
国
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
み
な
さ
れ

る
。」
と
し
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
四
五
条
は
、「
①
外
国
に
お
い
て
有
効
に
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
は
ス
イ
ス
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
。
②

当
事
者
の
少
な
く
と
も
一
方
が
ス
イ
ス
国
民
で
あ
る
か
、
又
は
当
事
者
の
双
方
が
ス
イ
ス
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
外
国
に
お

い
て
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
は
、
ス
イ
ス
法
の
無
効
事
由
を
回
避
す
る
明
白
な
意
図
で
挙
行
地
を
内
国
に
移
し
た
の
で
な
い
限
り
、
承
認

さ
れ
る
。
③
同
性
間
で
外
国
に
お
い
て
有
効
に
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
は
、
ス
イ
ス
に
お
い
て
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
承
認
さ

れ
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
近
時
の
立
法
の
中
に
も
同
様
に
法
的
状
況
の
承
認
を
認
め
る
規
定
が
散
見
さ
れ
る
。

四　

お
わ
り
に

　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
「
相
互
承
認
原
則
」
の
拡
大
に
伴
っ
て
生
じ
た
議
論
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
上
の
「
承
認
論
」
は
、
様
々
な
問
題

を
提
起
す
る
。

　

筆
者
は
、
承
認
の
対
象
を
裁
判
所
に
よ
る
判
決
に
加
え
、
外
国
国
家
機
関
に
よ
る
決
定
に
ま
で
は
広
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
が
、
同
じ
外
国
国
家
機
関
の
関
与
で
も
そ
れ
が
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
（
単
な
る
届
け
出
の
受
理
等
）、
承
認

の
対
象
に
含
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
法
的
状
況
の
承
認
を
認
め
る
こ
と
に
は
な
お
疑
念
を
抱
い
て
い
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る
。

　

フ
ラ
ン
ス
のP. M

ayer

は
、
承
認
の
対
象
と
さ
れ
る
法
的
状
況
と
し
て
、
公
的
機
関
等
の
関
与
に
よ
っ
て
「
結
晶
化
さ
れ
た
」

法
的
状
況
（situation cristallisée

）
が
存
在
す
る
こ
と
（
戸
籍
吏
に
よ
る
婚
姻
の
挙
行
、
法
人
の
機
関
へ
の
登
記
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
登
録
を
管
掌
す
る
機
関
に
よ
る
登
録
等
）
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
晶
化
さ
れ
た
法
的
状
況
に
基
づ
き
当
事
者
が
正
当
な

予
見
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
法
的
状
況
を
承
認
し
、
そ
の
有
効
性
を
促
進
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
有
効
性
の
促
進
と
い
う
理
由
の
み
で
は
、
他
に
も
選
択
的
連
結
の
抵
触
規
則
に
よ
る
準
拠
法
の
指
定
と
い

う
方
法
も
考
え
ら
れ
、
法
的
状
況
の
承
認
と
い
う
方
法
を
採
用
す
る
理
由
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

ま
た
Ｅ
Ｕ
の
「
承
認
論
」
に
お
い
て
は
、
承
認
と
い
う
方
法
が
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
法
的
状
況
と
し
て
、
欧
州
司

法
裁
判
所
の
先
決
裁
定
で
認
め
ら
れ
た
会
社
の
法
人
格
の
承
認
や
氏
名
の
承
認
と
い
う
問
題
以
外
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
か
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
問
題
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
法
上
の
「
相
互
承
認
原
則
」
を
契
機
と
す
る
こ
の
「
承
認
論
」
は
、
Ｅ
Ｕ
以
外
の
国
に
お
い
て
も

妥
当
す
る
議
論
な
の
か
。
現
在
の
状
況
を
見
る
限
り
、
Ｅ
Ｕ
で
法
的
状
況
の
承
認
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
承

認
は
Ｅ
Ｕ
構
成
国
の
範
囲
に
限
ら
れ
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
Ｅ
Ｃ
条
約
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
）
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
市
民
と
し
て
の
自
由

の
享
受
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

か
り
に
こ
の
「
承
認
論
」
が
Ｅ
Ｕ
以
外
の
国
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
議
論
で
あ
る
と
し
て
、
判
決
の
承
認
以
外
に
法
的
状
況
の
承

認
を
認
め
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
そ
れ
を
認
め
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
承
認
の
対
象
の
問
題
や
、
ど
の
よ
う
な

要
件
の
も
と
で
、
法
的
状
況
の
承
認
を
認
め
る
の
か
、
な
ど
論
じ
る
べ
き
点
は
多
い
。

　

ま
た
、
法
的
状
況
の
承
認
が
か
り
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
承
認
要
件
と
の
関
係
で
さ
ら
に
問
題
が
生
じ
う
る
。
例
え
ば
、
先

に
挙
げ
た
一
九
七
八
年
の
ハ
ー
グ
条
約
の
規
定
の
よ
う
に
、
い
か
な
る
制
限
も
設
け
ず
に
、
あ
る
国
で
創
設
さ
れ
た
法
的
状
況
を
他
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国
で
承
認
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
よ
り
厳
格
な
制
限
を
設
け
、
例
え
ば
、
密
接
関
連
性
の
要
件
の
よ
う
に
、
最
初
に
法
的
状
況
を

創
設
し
た
国
が
当
事
者
の
本
国
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
当
事
者
が
そ
の
国
に
常
居
所
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
条
件
に
、
そ
の
法
的
状

況
を
承
認
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
法
的
状
況
の
承
認
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
法
的
状
況
の
効
力
を
規
律
す
る
の
は
、
本
源
国
法
な
の
か
、
承

認
国
の
抵
触
規
則
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
法
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
承
認
国
の
抵

触
規
則
に
よ
ら
せ
る
と
す
る
見
解
の
方
が
有
力
な
よ
う
で
あ
る
。
承
認
論
と
い
う
の
は
、
結
晶
化
さ
れ
た
法
的
状
況
に
基
づ
き
当
事

者
が
正
当
に
予
見
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
法
的
状
況
を
承
認
し
、
そ
の
有
効
性
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
法
的
状
況
の
効
力
の
問
題
は
、
法
的
状
況
の
成
立
の
問
題
と
分
離
可
能
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｅ
Ｕ
の
「
承
認
論
」
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
議
論
の
深
化
が
望
ま
れ
よ
う
。

（
1
）　Jaym

e/K
ohler, «Europäisches K

ollisionsrecht 2001: A
nerkennungsprinzip staat IPR?», IPRax 2001, S. 501ff.

（
2
）　

承
認
論
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。Paul Lagarde, «D

évelopm
ents futurs du droit international 

privé dans une Europe en voie dʼunification : quelques conjectures», RabelsZ, 2004, pp. 225 et suiv. Pierre M
ayer, 

«Les m
ethods de la reconnaissance en droit international privé», in Le droit international privé: esprit et 

m
éthodes, M

élanges en lʼhonneur de Paul Lagarde, 2005, pp. 547 et suiv. Gian Paolo Rom
ano, «La bilatéralité 

écripsée par lʼautorité. D
éveloppem

ents récents en m
atière dʼétat des personnes», Revue critique de droit 

interntational privé, 2006, pp. 457 et suiv. Silvain Bollée, «Lʼextension du dom
aine de la m

éthode de reconnaissance 
unilatérale», Revue critique de droit interntational privé, 2007, pp. 307 et suiv. Paul Lagarde, «La reconnaissance 
m

ode dʼem
ploi», in V

ers de nouveaux équilibres entre orders juridiques, Liber A
m

icorum
 H

élène Gaudem
et-

T
allon, 2008, pp. 481 et suiv. Ch. Pam

boukis, «La renaissance-m
étam

orphose de la m
éthodes reconnaissance», 

Revue critique de droit interntational privé, 2008, pp. 513 et suiv. La reconnaissance des situations en droit 
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international privé sous la direction de Paul Lagarde, 2013.

ま
た
、
わ
が
国
で
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
た
文
献
と
し
て
、
中
西

康
「
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
『
相
互
承
認
原
則
』
に
つ
い
て
の
考
察
―
国
際
私
法
方
法
論
の
観
点
か
ら
―
」
法
学
論
叢
一
六
二
巻
一
〜
六
号

（
二
〇
〇
八
年
）
二
一
八
頁
以
下
、
が
あ
る
。

（
3
）　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
八
一
条
は
、
Ｅ
Ｕ
は
裁
判
上
及
び
裁
判
外
の
決
定
の
相
互
承
認
原
則
に
基
づ
き
、
民
事
司
法
協
力
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
、
こ
の
協
力
に
は
、
加
盟
国
の
法
令
の
調
和
措
置
が
含
ま
れ
う
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

（
4
）　Règlem

ent (CE) n
o 44/2001 du 22 décem

bre 2000, concernant la com
pétence judiciaire, la reconnaissance et 

lʼexécution des décisions en m
atière civile et com

m
erciale, JO

CE L 12, p. 1. 

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
に
つ
い
て
は
、
中
西

康
「
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
の
理
事
会
規
則
（
Ｅ
Ｃ
）

44/2001

（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
）〔
上
〕〔
下
〕」
国
際
商
事
法
務
三
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
三
一
一
頁
、
同
三
〇
巻
四
号
（
二
〇

〇
二
年
）
四
六
五
頁
を
参
照
。

（
5
）　Règlem

ent n
o 1347/2000 du Conseil du 29 m

ai 2000 relatif à la com
pétence, la reconnaissance et lʼexécution 

des décisions en m
atière m

atrim
oniale et en m

atière de responsabilité parentale des enfants com
m

uns. JO
 n

o L 160 
du 30 juin 2000, p. 19.

（
6
）　Règlem

ent (CE) n
o 2201/2003 du Conseil du 27 novem

bre 2003 relatif à la com
pétence, la reconnaissance et 

lʼexécution des décisions en m
atière m

atrim
oniale et en m

atière de responsabilité parentale abrogeant le 
règlem

ent (CE) n
o 1347/2000. JO

 n
o L 338 du 23 décem

bre 2003, p. 1.

（
7
）　

そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が
二
〇
〇
三
年
三
月
二
八
日
に
下
し
たK

rom
bach

事
件
に
お
け
る
先
決
裁
定
（Case 

C-7/98, K
rom

bach v. Bam
berski, [2002] ECR I-1956

）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。K

rom
bach

事
件
に
つ
い
て
は
、
中
西
康

「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
に
お
け
る
外
国
判
決
承
認
要
件
と
し
て
の
公
序
の
機
能
の
部
分
的
変
容
」『
現
代
民
事
司
法
の
諸
相
（
谷
口
安
平
先
生

古
稀
祝
賀
）』（
成
文
堂
・
二
〇
〇
五
年
）
六
九
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
8
）　Case 120/78, R

ew
e-Zentral A

G
 v. Bundesm

onopolverw
altung für Branntw

ein (Cassis de D
ijon) [1979] ECR 649. 

Cassis de D
ijon

事
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
中
西
康
「
カ
シ
ス
・
ド
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
事
件
―
無
差
別
的
措
置
と
『
数
量
制
限
と
同

等
の
効
果
を
有
す
る
措
置
―
』」
中
村
民
雄
＝
須
網
隆
夫
編
著
『
Ｅ
Ｕ
法
基
本
判
例
集
〔
第
二
版
〕』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
〇
年
）
一
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七
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
9
）　Case 120/78, Cassis de D

ijon, [1979] ECR 649, paras. 1-6.
（
10
）　Ibid., para. 8.

（
11
）　Ibid., para. 14.

（
12
）　

そ
の
よ
う
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
以
降
、
民
事
司
法
協
力
に
お
い
て
相
互
承
認
原
則
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
詳
し
く
は
、
中
西
康
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
後
の
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
国
際
私
法
―
欧
州
統
合
と
国
際
私
法
に
つ
い
て
の
予
備
的
考

察
―
」
国
際
法
外
交
雑
誌
一
〇
〇
巻
四
号
（
二
〇
〇
一
年
）
五
六
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注
（
７
）
七
一
〇
頁
以
下
を
参
照
。

（
13
）　Case C-212/97, Centros Ltd. v. E

rhvervs- og Selskabsstyrelsen, [1999] ECR I-1459. Centros

事
件
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
、
由
布
節
子
「
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
（
Ｅ
Ｕ
法
の
最
前
線
第
七
回
）」
貿
易
と
関
税
四
八
巻
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
六
頁
以
下
、

森
田
果
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
会
社
法
の
行
方
（
一
）」
民
商
法
雑
誌
一
三
〇
巻
四
・
五
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
八
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
14
）　Case C-208/00, Ü

berseering BV
 v. N

ordic Construction Com
pany Baum

anagem
ent G

m
bH

 (N
CC), [2002] ECR 

I-9919. Ü
berseering

事
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
森
田
・
前
掲
注
（
13
）
一
八
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
15
）　Case C-167/01, K

am
er van K

oophandel en Fabrieken voor A
m

sterdam
 v. Inspire A

rt Ltd, [2003] ECR I-155. Inspire 
A

rt

事
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
森
田
果
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
会
社
法
の
行
方
（
二
）」
民
商
法
雑
誌
一
三
〇
巻
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）

一
三
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
16
）　Case C-411/03, SE
V

IC System
s A

G
, [2005] ECR I-10805.

（
17
）　Case C-148/02, Carlos G

arcia A
vello v. Belgian State, [2003] ECR I-11613. Garcia A

vello

事
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
、
中
西
康
「
氏
名
の
変
更
と
、
Ｅ
Ｕ
市
民
権
と
し
て
の
国
籍
差
別
か
ら
の
自
由
（
Ｅ
Ｕ
法
の
最
前
線
第
五
六
回
）」
貿
易
と
関
税
五
二

巻
一
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
七
二
頁
以
下
、
同
「
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
『
相
互
承
認
原
則
』
に
つ
い
て
の
考
察
―
国
際
私
法
方
法
論
の
観
点

か
ら
―
」
法
学
論
叢
一
六
二
巻
一
〜
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
三
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
18
）　Ibid., para. 45.

（
19
）　Ibid., paras. 27-37.

（
20
）　Case C-353/06, G

runkin-Paul, [2008] ECR I-7639. Revue critique de droit international privé, 2009, p. 80, note P. 
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